








IgA 腎症患者の免疫グロブリン・スイッチ部分遺伝子の多様性について検討した。患者及

び正常者の DNA を制限酵素処理した後、スイッチ部分遺伝子をプローブとしてサザンブロ

ッティングを行った。IgA 腎症患者において IgA2 のスイッチ部分遺伝子に多様性が見ら

れ、そのヘテロタイプを持つ患者は血清 IgA 値、末梢血 1gA bearing 細胞数が有意に増加

していた。IgA 腎症患者に見られる IgA の産生亢進に IgA のスイッチ部分遺伝子の異常が

関与していることが示唆された。


